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わたしたちの自主防災組織
緑町自治会長　原　徹夫さん

危機管理
連載シリーズ⚑⚓

　緑町では平成⚒⚔年度に
独自の要援護者（避難に
支援が必要な高齢者など）
の基準を作成し、募集や
面接により要援護者を把
握しました。また、支援
者を回覧板などで募集したところ⚑⚕人（うち６
人は学生）が手をあげてくれ、支援者が要援護
者を訪問してきずなづくりを行いました。
　昨年、高齢化などにより弱体化してきた組単位
の自主防災組織を解体し、町内を７つのブロック
に分けて若い人を責任者に配置しました。同年
実施した西地区防災訓練では、この７ブロックに
より小学生を要援護者に見立て、担架や車いすを
用いた避難訓練を行いました。同時に黄色いハン
カチ作戦も行い、参加者は⚒⚒⚒人にのぼりました。
　現在、この７ブロックで自主防災組織を構築し、
要援護者を支援できるよう取り組んでいます。

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）、福祉総務課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚑⚐）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!災害

高齢者・障がい者などの避難支援強化へ

　東日本大震災の教訓を踏まえ、平成⚒⚕年６月に災害対
策基本法が改正され、災害時の高齢者や障がい者などの
避難支援が強化されました。
災害対策基本法改正の概要
平常時
・避難行動要支援者（避難に支援が必要な高齢者・障
がい者など）の名簿の作成を市町村に義務化
・避難行動要支援者本人からの同意を得て、民生委員、
自主防災組織などの避難支援等関係者に情報提供す
ること
災害発生時
・本人の同意の有無に関わらず、名簿情報を避難支援
等関係者その他の者に提供できること
個人情報の守秘義務
・名簿情報の提供を受けた者に守秘義務を課すととも
に、市町村においては、名簿情報の漏えい防止のた
めに必要な措置を講ずること

避難支援強化に向けた取り組み

　市では平成⚒⚖年度の自主防災活動の重点事項の一つ
として、自力で避難が困難な高齢者や障がい者などの
避難支援強化について自治会や民生委員と協働で取り
組んでいます。
避難支援の名簿と個別計画作成の流れ
３月中旬　市による避難行動要支援者の把握
３月中旬～５月末　民生委員による避難行動要支援者
宅の戸別訪問調査
９月初旬　市から各地域への名簿と避難支援の個
　別計画様式の提供
９月初旬以降　各地域での避難支援の個別計画作成

災害時に避難支援が必要な人を救える地域づくり

避難支援のポイント

①助ける人自身も自分の命は自分で守るとともに、無
理のない活動を第一とすること

②自主防災組織と民生委員が連携し、平常時から支援
方法について共有し、地域ぐるみの活動とすること

③名簿に記載された個人情報には、守秘義務が生じる
ことを理解し取り扱いには留意すること

④災害時の避難支援を行う人の行動に対して、批判や
責任の追及をしないこと

避難支援が必要な人（避難行動要支援者）
葛要介護認定３～５
葛身体障害者手帳１～２級
葛精神障害保健福祉手帳１～２級
葛療育手帳A判定
葛難病患者
葛一人暮らしまたは高齢者のみの世帯（避難支援
が必要な人）など

▲自治会連合会、民生委員・児童委員協議会との合同役員会 
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▲写真①水を汲む半島の女
　（個人蔵）

▲博士が眠る常林寺（本町）

▲写真②水辺興談（個人蔵）

▲写真③春日団欒（三嶋大社所蔵）
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